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こんな質問がありました
問：なぜクーポン給付から、現金一括給付になっ
たのか。

答：国が想定する「原則、クーポンを今年 3月
末までに発行し、9月末までの使用期間が理
想」というスケジュールでは、使用できる店
舗の決定、店舗への事業参加依頼など、数
多くの事務が複雑過ぎて時間的に非常に厳し
いものであり、また、市民の方からも現金給
付を要望する声があったため。

子育て世帯に臨時特別給付金

議案第79・80号　令和3年度海南市一般会計補正予算（第10号）

（第12号） 36,652万円
24,734万円

経済的に大きな影響を受けている子育て世帯を支援するため、
国の施策として高校生以下の子どもを育てる世帯に臨時特別給付
金を給付するため、追加補正します。
■給付金額：子ども 1人につき 10万円

こんな質問がありました

職員の給与制度について、技能労務職員に適用する給料表を導入すると
ともに、一般行政職員等についても職務給を基本とする、より適正な制度
へ見直します。

問：見直しの対象となる職員との話
し合いなどは行ったか。

答：技能労務職員とは、全員交渉の
場で話を聞いた。また、一般行
政職員等は、今後、人事評価制
度の中で、どういった部分が改
善点なのか、所属長が個別に面
談しながら、丁寧に対応していく
予定である。

問：給与制度の見直しは、経過措
置を設けて段階的に行っていく
べきでは。

答：各家庭の事情もあり、求められ
る緩和策は一様でないが、職
員組合とも十分協議し、理解を
得て経過措置を１年とした。是
正すべき制度の見直しに、長期
にわたる経過措置は適切でな
いと判断した。

〇議案第80号
子育て世代に対し
てのばらまきであると

いった批判もあるが、日本の将来
を広く見つめた政策の一環であり、
本市が速やかに対応したことは英
断であると考える。

（中家悦生 議員）

討
論

賛成

11月
定例会

令
和
３
年
海
南
市
議
会
11
月
定
例
会
は
、
11
月
25
日
か

ら
12
月
15
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
は
、
市
長
か
ら
条
例
改
正
や
補
正
予
算
、
人

事
案
件
な
ど
議
案
22
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
請
願
が

２
件
、
議
員
提
出
議
案
（
発
議
）
が
３
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

職員の給与制度をより適正に
議案第71号　海南市職員給与条例の一部を改正する条例
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問：ＩＲは２万人の雇用が創出されると言われ、
県にとっても海南市にとっても将来を考え
ればよいことでは。

答：一つのことで２万人の雇用を作り出すことは
危ないと思う。県には本来の役目に立ち戻っ
た形で活性化を図ってもらいたい。

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書（案）
シルバー人材センターは法律に基づく公的団体で、高齢者に就労機会を提供

し、社会参加を促進することにより、生きがいの充実に貢献している。令和 5
年10月に消費税において「適格請求書等保存方式（いわゆる※インボイス制度）」
が導入される予定となっているが、消費税の免税業者である会員はインボイスを
発行することができないことから、シルバー人材センターは仕入税額控除ができず、
安定的な事業運営に支障がでるので、適切な措置を要望する。（要旨）

和歌山県に対し、「ＩＲ（カジノを含む統合型リゾート）計画」
の中止を求めるための意見書の提出を求める請願書

発議第10号は、請願第3号の採択により建設経済委員会から提出され可決しました。

請願第４号は、和歌山県に意見書の提出を求め提出されましたが不採択となりました。

〇請願第３号
シルバー人材センターにとって新たな税負担
は運営上の死活問題である。会員に負担を

強いる事態を避け、安定的な事業運営が可能となる措置を
求める要望の趣旨は大いに理解できる。	（宮本憲治 議員）

賛成討
論

〇請願第4号
ＩＲができると市民の安心・
安全が脅かされることにつ

ながるため、ＩＲ計画中止を求めるべきだと
考える。	 （和歌真喜子 議員）

賛成 カジノの事業者は、海外事
業者であり、本来なら地元

で回るはずのお金が海外に流出してしま
う上に、ギャンブル依存症に対して税金を
使って対応しなければならなくなるかもしれ
ない。	 （岡　義明 議員）

賛成

ギャンブルというのは、本来、
法律で禁止されている。わ

ざわざ持ってくるということが許せない。
（橋爪美惠子 議員）

賛成

討
論 カジノ施設だけでなく、国際

会議場や展示施設、劇場
や美術館、博物館なども計画されていると
いわれており、このＩＲ計画が実現すると国
際感豊かな海南市につながる。	
	 （磯﨑誠治 議員）

反対

問：ＩＲには国際会議場やホテルなどもあり、
カジノが一部ならいいのでは。

答：ＩＲにある施設はカジノ収益がなければ運
営できない前提で計画されている。カ
ジノ施設は小さな一角かもしれないが、
「カジノ計画」と受け止めざるを得ない。

※インボイス…取引の内
容や金額、消費税額等
を明記した請求書で、
インボイスが発行でき
るのは税務署に登録し
た課税業者だけ。
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議員提出議案として、議員定数 20人を削減する条例が 2件提出されました。上村五美議員が提出
した定数を 16人に改正する発議第 8号は、賛成少数で否決されましたが、米原耕司議員が提出した
定数を 18人に改正する発議第 9号は、賛成多数で可決されました。なお、改正された定数は、4月
30日の任期満了に伴い行われる市議会議員一般選挙から適用されます。

賛成 反対
〇発議第8号
削減は監視機能が低下し、多様な意見を取り入れる
ことが困難になると思うが、議員数を減らすことで、職
員数のさらなる削減を促し、市民生活へ予算を回すこ
とを期待する。	 （宮本憲治 議員）

〇発議第9号
削減しても、議員一人一人が研鑽を積み議会基本
条例を遵守しつつ活動すれば活発な議会はつくれる。
加えて近隣自治体の状況、人口減少による財政状
況、削減を求める声が圧倒的であった公聴会の応募
の意見を鑑みると、削減は避けられないものと考える。
	 （東方貴子 議員）

〇発議第9号
議員の数の多さが、より多くの住民の意見を反映する
との考え方を改め、いかにして自らの質を高め民意を
効果的に反映させるかを基本に、議員自らが重い決
断をもって身を切ることが議会改革の一つと考える。
	 （榊󠄀原徳昭 議員）

〇発議第9号
議会だけでなく切っても切り離せない当局のことも
しっかり議論すべきであり、また議員間でも議論を重
ね結論を出すべきだった。慎重に進めるべきであるが、
民意を酌めば削減せざるを得ないと思う。

（中家悦生 議員）

〇発議第9号
新しい議員18人で頑張れば市民の減少が止められ
るかもしれない。16人にしてしまえば18人に戻すこと
は不可能である。	 （磯﨑誠治 議員）

〇発議第8・9号
削減で議会の監視機能を弱めれば、市民生活にも
影響を及ぼす。議員は市民と行政のパイプ役であり、
住民福祉を守る立場として今の定数を維持すべきで
ある。	 （岡　義明 議員）

〇発議第8・9号
議会の活性化を図り、市政の発展及び市民の福祉
の増進に寄与することを考えると削減は反することで
あり、議会が何をやっているか発信するにも多様な議
員が必要と考える。	 （橋爪美惠子 議員）

〇発議第8・9号
今日ありきの期限付きの議員定数検討特別委員会
ではなく、特別委員会の中でいろんな意見を最後まで
きっちり議論すべきであった。	 （栗本量生 議員）

討論

議員定数を2削減し18人に
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●平成17年 4月	 定数37人（海南市と下津町が合併）
●平成18年 5月	 定数24人（平成16年10月臨時会において、両市町で「配置分合に伴う議会の議

員の定数に関する協議について」が審議され、新たに設置される「海南市」の議
員定数は24人と議決された。）

●平成21年12月	 定数22人とする改正案を可決（改正案は同年9月定例会に議員提案され、その審
査を行うため、特別委員会を設置。約2カ月間にわたり審査された。）

●平成29年11月	 定数20人とする改正案を可決

５月
●議員定数検討特別委員会の設置
　（議長を除く１９人が委員となる）

↓

６月
●定数の状況調査

県下他市や全国の類
似団体と比較検討

●公聴会の開催を決定
　ＨＰで公述人を公募
　公募のチラシを全戸配布

●講師を招き議員研修会を実施
常任委員会数方式、議会費固定化方
式など6つの算定方式を教示いただく

↓ ↓　　　　　　　　　

７月
●２２人からご応募をいただく
　公述人の選定方法を決定し11人を選定
　公聴会の運営方法を協議

●研修会のまとめ
　様々な角度から定数を考える

↓

８月

●公聴会を開催
公述人から、議員定数20人についての意
見を伺う
・増員…………４人 
・削減…………４人 
・現状維持……３人

↓

９月
●グループ討議

３グループに分かれて公述人の意見に対す
る考え方をまとめ、発表

↓

10月

●グループ討議
３グループに分かれて議員定数の増、減、
維持の場合のメリット、デメリット等を討議し、
発表

↓
11月 ●委員各自が定数に関する意見を発表

「議会の活動が見えて
こない」という趣旨の意
見が複数ありました。

議会だよりやホームペー
ジに加え、Facebookを
活用して広報活動に取
り組みます。（関連記事
16ページ）

議員定数の変遷

議員定数 特検 別討 委員会の活動
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議案の審議結果
◎＝全会一致、○＝賛成多数…可決、承認、同意　×…否決　※請願◎…採択　×…不採択

人権擁護委員候補者に推薦された方 井下まき子 氏、  奈良岡鉄也 氏、  中浴正喜 氏

議案番号 議　案 結果
報告第6号 専決処分事項の報告（令和３年度海南市一般会計補正予算（第８号）） ◎
議案第63号 海南市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例 ○
議案第64号 市長、副市長及び教育長の給料その他の給与条例の一部を改正する条例 ○
議案第65号 海南市職員給与条例の一部を改正する条例 ○
議案第66号 海南市会計年度任用職員の任用、勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例 ○
議案第67号 令和３年度海南市一般会計補正予算（第９号） ○
議案第68号 令和３年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○
議案第69号 令和３年度海南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○
議案第70号 令和３年度海南市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○
議案第71号 海南市職員給与条例の一部を改正する条例 ○
議案第72号 海南市税条例の一部を改正する条例 ◎
議案第73号 海南市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ◎
議案第74号 令和３年度海南市一般会計補正予算（第 11 号） ◎
議案第75号 令和３年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ◎
議案第76号 令和３年度海南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ◎
議案第77号 令和３年度海南市介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎
議案第78号 財産の無償譲渡 ◎
議案第79号 令和３年度海南市一般会計補正予算（第 10 号） ◎
議案第80号 令和３年度海南市一般会計補正予算（第 12 号） ◎
諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦 ◎
諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦 ◎
諮問第4号 人権擁護委員候補者の推薦 ◎
発議第8号 海南市議会議員定数条例の一部を改正する条例  ※４人削減 ×
発議第9号 海南市議会議員定数条例の一部を改正する条例  ※２人削減 ○
発議第10号 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書（案） ◎
請願第3号 「シルバー人材センターに対する支援を求める意見書」についての請願書 ◎
請願第4号 和歌山県に対し、「ＩＲ（カジノを含む統合型リゾート）計画」の中止を求めるための意見書の提出を求める請願書 ×

議案第６３～66号  人事院勧告に基づき期末手当の改定を行うもの　 議案第67～70号  期末手当の改定に伴い、それぞれ総額３，１８５万円、総額８０万
円、総額２０万円、総額９３万円の減額補正　 議案第７１号  関連記事2ページ　 議案第７２号  地方税法の改正に伴い、個人市民税の非課税限度額
における国外居住親族の取り扱いの見直し等を行うもの　 議案第７３号  健康保険法施行令の改正に伴い、出産育児一時金の支給額を変更するもの　

議案第74号  総額4億2,344万円の増額補正　 議案第７5～７７号  人事異動や職員の育児休暇等に伴い、それぞれ総額１，１９９万円の増額補正、総額
１２１万円、総額２６９万円の減額補正　 議案第７８号  国土交通省が行う和歌山下津港海岸（海南地区）直轄海岸保全施設整備事業で必要となる土地
を無償譲渡するもの　 議案第79、80号  関連記事2ページ　 発議第８、９号  関連記事４ページ　 請願第３、４号・発議第１０号  関連記事3ページ

会派・議員名

 議案番号

公明党 日本共産党
海南市議会議員団 市政クラブ 市民クラブ 自由クラブ 無所属

の会
結
　
　
果

中
家
　
悦
生

森
下
　
貴
史

岡
　
　
義
明

橋
爪
美
惠
子

瀨
藤
　
幸
生

和
歌
真
喜
子

栗
本
　
量
生

磯
﨑
　
誠
治

宮
本
　
憲
治

宮
本
　
勝
利

川
崎
　
一
樹

榊
原
　
徳
昭

米
原
　
耕
司

池
原
　
弘
貴

杉
本
　
博
美

川
口
　
政
夫

東
方
　
貴
子

黒
原
　
章
至

上
村
　
五
美

川
端
　
　
進

議案第63号～
議案第71号 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第8号 × × × × × × × × ○ × 議長 × × × × × × × ○ × 否決
発議第9号 ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決
請願第4号 × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × 議長 × × × × × × × × × 不採択

■賛否の分かれた議案

※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

○…賛成　×…反対
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議
　
案

海南・海草議会議員連絡協議会の役員が県陳情
11 月８日、海南市、紀美野町の全議員で構成する「海南・海草議

会議員連絡協議会」の役員が、海南・海草地域のさらなる発展のため、
国道等の整備促進など、県知事に対し陳情を行いました。その後、陳
情項目に関係する県当局と意見交換会を行いました。

〇議案第71号
給料の減額幅があまり
にも大きく、これでは職

員の方の生活設計に大きな狂いを生
じさせ、働く意欲をそいでしまいかねな
い。	 （和歌真喜子 議員）

〇議案第74～77号
男性職員が育児休暇を取るようになっ
ていることは評価するが、まだまだ足りな

い。女性職員と同じように取得できるようにならなけれ
ば、本当の男女共同参画社会にはならない。

（和歌真喜子 議員）

賛成

討
論

反対

〇議案第63～70号
法改正を待たず人事院勧告に
従って期末手当を引き下げるの

は、これまでのやり方と違い整合性がとれない。
コロナ禍で奮闘された職員の労に報いることや
経済的に上向かせることに反している。

（橋爪美惠子 議員）

期末手当の引き下げ率は十
分でないと思うが、やった方が

いいし、その分を困っている市民の救済に使
う方が素晴らしい。ただ会計年度任用職員
も同様に引き下げるのは首をかしげる。

（宮本憲治 議員）

賛成反対

議員　コロナ対策として、国は商工業に係る給付
等を行っているが、充分であるか。

団体　充分とは言えないがある程度の措置はして
くれているのでありがたく思っている。しかし、
給付金の種類によって申請方法がばらばらであ
り、事務処理に手間がかかるため、少し不便で
あると感じた。

議員　コロナ禍が収まった後、商工業振興のため
には何が必要と感じるか。

団体　ここ数年、イベント等は軒並み中止であっ
たので、海南市の活気を取り戻すためにも再開
させていきたい。そのためにもイベントを開催
するためのガイドラインなどを市で作成いただ
ければ、開催の後押しになるのではと考える。

議員　確かに本市活性化のためにも、今後はコ
ロナ対策を講じた上で、開催可能と思われる
イベントについては前向きに考えていく必要
があると思われる。

団体　他にも飲食業で人数制限や仕切板などの
対策を講じられているが、もっと飲食店に行
きやすい環境がつくられれば、まち全体が元
気になるのではとも感じる。

市内団体との意見交換会
コロナ禍が明けてからの商工業振興についてテーマ

海南商工会議所・下津町商工会の各青年部と
建設経済委員会（10月28日）
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議
　
案一 般 質 問

９
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

※　◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般
に対し、現在の状況や将来の方針等を質問したり、提言す
ることで、政策の見直しなども行われます。
11月定例会では、９人の議員が一般質問を行いました。

1　和歌　真喜子　（9ページ）
　◎本市の水道管の安全管理について
　・和歌山県のⅠＲカジノ誘致について
　・市内にスケートボードパークを

2　橋爪　美惠子　（9ページ）
　◎下津町の未就学児の保育・教育に

ついて　　　
　・海南下津高等学校の跡地について

3　東方　貴子　（10ページ）
　◎保育所、こども園、幼稚園、小中

学校における集団生活での共用物
の管理について

　・所有者不明土地について
　・マイナンバーカードの健康保険証

とのひも付けについて

4　森下　貴史　（10ページ）
　・障害福祉サービスについて
　◎公園について

5　池原　弘貴　（11ページ）
　◎市の登録有形文化財全般について

6　瀨藤　幸生　（11ページ）
　◎ジェンダー平等について
　・原油高における市民生活と営業を

守る取り組みについて

7　宮本　憲治　（12ページ）
　◎水道事業について
　・契約とチェック監査機能について

8　杉本　博美　（12ページ）
　◎学校の図書ボランティアについて

9　岡　義明　（13ページ）
　・駅東土地区画整理事業について
　◎自衛官募集にかかる名簿提供に対

する「除外申請」について
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下津町地域の幼稚園の今後は
●令和６年度より下津幼稚園を活用し３園を１園に

委
員
会
と
し
て
も
少
人
数

状
態
の
解
消
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
た
。

問

下
津
町
内
の
保
育
・

教
育
の
今
後
の
方
向

性
は
。

答

令
和
６
年
４
月
か
ら

下
津
町
の
幼
稚
園
３

園
を
１
園
に
統
合
し
、
下

津
幼
稚
園
を
活
用
す
る
と

い
う
方
向
性
を
定
め
た
。

問

統
合
に
係
る
周
知
は

行
っ
て
い
る
か
。

答

保
護
者
や
教
職
員
、

学
校
運
営
協
議
会
で

説
明
・
周
知
し
て
い
る
。

今
後
は
議
会
に
も
都
度
報

告
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
周

知
し
て
い
き
た
い
。

問

下
津
町
内
の
幼
児
が

い
る
家
庭
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
、
内

容
、
結
果
は
。
ま
た
、
保

育
・
教
育
を
す
る
側
の
意

見
は
聞
い
て
い
る
か
。

答

近
年
、
園
児
数
が
減

少
し
、
幼
稚
園
本
来

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

困
難
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

幼
稚
園
の
在
り
方
を
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
下

津
町
地
域
の
０
～
２
歳
児

の
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

下
津
町
地
域
の
幼
稚
園

３
園
の
今
後
な
ど
に
つ
い

て
は
、
現
状
維
持
を
望
む

声
が
多
く
、
在
園
児
の
保

護
者
と
の
意
見
交
換
で
も

下
津
町
地
域
に
幼
稚
園
を

残
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

な
お
、
検
討
に
当
た
り

ま
ず
各
園
の
園
長
及
び
教

務
主
任
か
ら
意
見
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
園
児
数
減
少

に
よ
る
危
機
感
を
感
じ
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、
教
育

下津幼稚園舎

独
立
水
管
橋
や
露
出
管
は

大
丈
夫
か
　

●
点
検
の
結
果
、
大
き
な
異
常
は
な
か
っ
た

の
区
間
を
工
事
し
て
い
る
。

問

長
期
断
水
の
補
償
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

給
水
条
例
で
、
市
は

そ
の
責
め
を
負
わ
な

い
と
規
定
が
あ
る
が
、
和

歌
山
市
の
事
例
を
参
考
に

調
査
研
究
の
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

問

10
月
３
日
、
紀
の
川

に
架
か
る
六
十
谷
水

管
橋
が
崩
落
し
た
。
本
市

に
も
同
じ
よ
う
な
露
出
管

は
あ
る
の
か
。
崩
落
を
受

け
て
点
検
は
し
た
の
か
。

答

道
路
橋
に
付
設
す
る

水
道
管
は
１
０
５
橋
、

水
道
管
単
独
で
橋
梁
構
造

の
も
の
は
８
橋
あ
る
が
、

六
十
谷
水
管
橋
の
よ
う
な

吊
り
材
を
使
用
し
た
水
管

橋
は
な
い
。

ま
た
、
水
管
橋
は
普
段

か
ら
適
宜
巡
視
、
点
検
し

て
い
る
が
、
崩
落
を
受
け

て
、
基
幹
管
路
等
の
重
要

管
路
に
設
置
さ
れ
た
水
管

橋
の
緊
急
点
検
を
実
施
し

た
結
果
、
一
部
で
軽
微
な

さ
び
な
ど
が
確
認
さ
れ
た

が
、
大
き
な
異
常
は
な
か

っ
た
。

問

水
道
管
が
破
断
し
た

と
き
の
対
応
は
考
え

て
い
る
の
か
。

答

現
在
、
海
南
水
道
と

下
津
水
道
と
の
相
互

連
絡
管
を
整
備
中
で
あ
り
、

完
成
す
る
と
両
側
か
ら
送

水
で
き
る
た
め
、
非
常
時

に
有
効
活
用
で
き
る
と
考

え
る
。

問

海
南
下
津
相
互
連
絡

管
の
進
捗
状
況
は
。

答

令
和
２
年
度
末
時
点

で
全
延
長
約
７
０
０

０ｍ
の
う
ち
６
７
１ｍ
が
施

工
済
み
で
、
現
在
は
国
道

42
号
冷
水
拡
幅
の
歩
道
部

崩落した六十谷水管橋

橋爪  美惠子 議員

和歌  真喜子 議員
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公
園
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

●
必
要
な
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い

の
向
上
の
た
め
、
あ
る
程

度
の
広
さ
と
遊
歩
道
が
あ

る
よ
う
な
公
園
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

答

維
持
管
理
費
等
の
継

続
的
な
費
用
が
必
要

と
な
る
公
共
施
設
の
新
設

に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問

わ
ん
ぱ
く
公
園
を
除

く
都
市
公
園
の
ト
イ

レ
の
整
備
状
況
は
。

答

沖
野
々
児
童
公
園
、

新
田
児
童
公
園
、
加

茂
郷
児
童
公
園
、
港
ふ
れ

あ
い
公
園
の
４
カ
所
に
設

置
し
て
い
る
。

問

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が

施
行
さ
れ
て
15
年
が

経
ち
、
洋
式
ト
イ
レ
が
な

い
の
は
問
題
だ
と
思
う
が

改
善
の
考
え
は
。

答

以
前
は
室
内
が
狭
く

設
置
で
き
な
か
っ
た

が
、
小
型
の
洋
式
便
器
が

普
及
し
た
こ
と
か
ら
、
港

ふ
れ
あ
い
公
園
を
は
じ
め

和
式
ト
イ
レ
の
み
の
公
園

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆

様
に
意
見
を
伺
い
、
利
用

状
況
等
も
考
慮
し
な
が
ら

必
要
な
整
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問

避
難
場
所
に
指
定
し

て
い
る
公
園
に
、
災

害
時
に
座
板
を
外
す
こ
と

で
炊
き
出
し
用
か
ま
ど
と

し
て
利
用
可
能
な
「
か
ま

ど
ベ
ン
チ
」
を
更
新
時
に

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答

災
害
時
の
利
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
地

域
の
皆
様
に
も
意
見
を
伺

い
、
検
討
し
た
い
と
思
う
。

問

高
齢
化
が
進
ん
だ
地

域
で
は
健
康
の
た
め

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
て

い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
。

下
津
町
地
域
の
住
民
福
祉

給食服の取り扱いは
●こども園では園で洗濯、幼稚園・小中学校では家庭で洗濯

用
は
。

答

給
食
服
は
９
６
０
円
、

給
食
帽
は
２
３
０
円

で
あ
る
。

問

家
庭
科
の
授
業
で
作

る
エ
プ
ロ
ン
を
給
食

服
と
し
て
使
え
ば
共
有
せ

ず
に
済
む
。
給
食
服
は
白

と
い
う
規
定
が
あ
る
の
か
。

答

特
に
そ
の
よ
う
な
規

定
は
な
い
。

問

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、

確
実
に
洗
濯
で
き
て

い
る
の
か
確
認
で
き
な
い

ま
ま
の
共
用
は
避
け
る
べ

き
で
あ
る
。
時
代
の
流
れ

を
よ
く
考
え
て
い
た
だ
き
、

早
期
に
解
決
す
る
こ
と
を

お
願
い
す
る
。

問

共
用
す
る
給
食
服
の

使
用
後
の
取
り
扱
い
は
。

答

保
育
所
・
こ
ど
も
園

で
は
園
で
洗
濯
し
、

幼
稚
園
・
小
中
学
校
で
は

家
庭
で
洗
濯
し
て
い
る
。

問

他
市
町
村
で
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
の
交
付

金
を
利
用
し
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
聞
く
が
、
本
市

で
の
検
討
は
。

答

補
助
の
上
限
額
が
決

ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
頻
繁
に
使
用
す
る
ア

ル
コ
ー
ル
や
感
染
症
対
策

の
物
品
購
入
に
補
助
金
を

活
用
し
て
い
る
。

仮
に
市
で
小
中
学
校
の

給
食
服
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
出
し
た
場
合
、
年
間
約

２
０
０
０
万
円
の
経
費
が

必
要
と
な
る
。

問

給
食
帽
の
共
用
は
コ

ロ
ナ
禍
に
か
か
わ
ら

ず
、
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
の
問

題
も
あ
り
推
奨
さ
れ
て
い

な
い
。
共
用
と
せ
ず
入
学

時
に
購
入
し
た
場
合
の
費

森下  貴史 議員

東方  貴子 議員

港ふれあい公園
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同性パートナーシップ制度の導入検討を
●他の自治体の先進事例の研究を進める

問

一
定
割
合
の
市
民
が

法
律
上
の
性
と
自
分

の
性
自
認
や
性
指
向
、
性

表
現
で
悩
み
や
葛
藤
を
持

た
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
行
政
に
お
い
て
も 

受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
和
歌
山
県
や

橋
本
市
の
動
向
を
研
究
し
、

海
南
市
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
の
導
入
に
向
け

て
準
備
を
始
め
る
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

答

全
国
的
に
は
制
度
を 

導
入
す
る
府
県
や
市

区
町
村
が
徐
々
に
増
え
て

い
る
中
、
先
進
事
例
の
研

究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

和
歌
山
県
や
県
内
他
市
町

村
の
動
向
を
注
視
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
と
は
、
法

的
に
結
婚
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
戸
籍
性
別
上
同
性

の
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て
証

明
書
を
発
行
し
、
公
的
に

承
認
し
よ
う
と
い
う
制
度

で
あ
る
。
橋
本
市
が
来
期

中
の
導
入
の
準
備
を
始
め
、

和
歌
山
県
は
今
年
10
月
か

ら
県
営
住
宅
の
入
居
基
準

に
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
申
し

込
め
る
こ
と
と
な
り
、
実

質
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
に
踏
み
込
ん
だ
状

況
で
あ
る
。
本
市
で
は
こ

の
制
度
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

答

性
の
多
様
性
に
関
す

る
社
会
的
な
理
解
を

促
進
し
、 

一
人
一
人
が
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
お

互
い
の
人
権
を
認
め
合
う

社
会
の
実
現
を
目
指
す
観

点
か
ら
、 

全
国
的
に
も
こ

の
制
度
を
導
入
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

登
録
有
形
文
化
財
を

観
光
資
源
に

●
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
周
知
を
図
り
た
い

県
の
補
助
に
上
乗
せ
を
行

っ
て
い
る
市
町
村
も
あ
る

が
市
の
考
え
は
。

答

指
定
文
化
財
の
よ
う

に
県
の
補
助
に
上
乗

せ
す
る
補
助
は
な
い
が
、

き
損
状
況
や
修
繕
予
定
な

ど
を
把
握
し
、
県
内
他
市

町
村
の
補
助
状
況
を
踏
ま

え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

築
50
年
を
経
過
し
一

定
の
評
価
を
得
て
登

録
さ
れ
る
有
形
文
化
財
は
、

観
光
資
源
と
し
て
も
活
用

で
き
る
と
思
う
が
、
活
用

状
況
と
今
後
の
在
り
方
を

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

答

登
録
有
形
文
化
財
制

度
は
建
造
物
と
し
て

活
用
し
や
す
い
の
が
特
徴

で
内
装
を
改
装
し
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ホ
ー
ル
と
し
て

改
装
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
田
島
漆
店
旧
工
場

で
は
一
部
建
物
を
カ
フ
ェ

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

今
後
も
地
域
の
貴
重
な
建

物
を
保
存
す
る
た
め
積
極

的
に
登
録
を
進
め
、
観
光

資
源
と
し
て
も
活
用
が
図

れ
る
よ
う
文
化
財
の
所
有

者
と
情
報
共
有
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問

市
民
へ
の
広
報
と
周

知
の
取
り
組
み
は
。

答

こ
れ
ま
で
に
文
化
財

の
一
斉
公
開
を
３
回

実
施
し
、
山
本
勝
之
助
商

店
の
一
般
公
開
は
21
回
実

施
し
た
。
今
年
度
は
12 

月
と
３
月
に
ノ
ビ
ノ
ス
で

パ
ネ
ル
展
を
計
画
し
て
お

り
、
今
後
も
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問

和
歌
山
県
で
は
令
和

元
年
度
か
ら
修
理
に

対
す
る
補
助
制
度
を
創
設

し
て
い
る
が
、
古
い
建
物

を
維
持
管
理
し
て
い
く
に

は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

登録有形文化財「田島漆店旧工場」

瀨藤  幸生 議員

池原  弘貴 議員
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図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を

●
周
知
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い

き
た
い
。

問

読
書
は
子
ど
も
た
ち

に
生
き
る
力
を
育
む
。

学
校
図
書
館
を
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
が
学
校
教
育

を
通
じ
て
、
よ
り
よ
い
社

会
を
つ
く
る
こ
と
の
大
き

な
一
歩
に
な
る
と
思
う
。

問

子
ど
も
た
ち
が
学
校

図
書
館
に
気
持
ち
よ

く
集
え
る
に
は
図
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
が
、
現
状
と
活
動
の
周

知
は
。

ま
た
、
募
集
方
法
は
。

答

現
在
、
小
学
校
12
校

の
う
ち
7
校
、
中
学

校
7
校
の
う
ち
1
校
で
活

動
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

に
は
学
級
担
任
か
ら
紹
介

し
た
り
校
内
放
送
で
イ
ベ

ン
ト
案
内
し
た
り
し
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
だ
よ
り

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
に
掲
載
し

広
く
周
知
し
て
い
る
。

募
集
は
保
護
者
向
け
の

案
内
プ
リ
ン
ト
に
加
え
、

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

か
ら
個
別
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
る
。

問

従
来
の
周
知
方
法
だ

け
で
な
く
市
報
で
特

集
記
事
を
組
ん
だ
り
、
保

護
者
や
地
域
の
方
に
理
解

を
促
す
機
会
を
つ
く
る
な

ど
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
前
面
に
出
る
よ
う
な
広

報
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

現
在
、
学
校
司
書
が

情
報
発
信
す
る
媒
体

づ
く
り
を
検
討
し
て
お
り
、

市
報
へ
の
掲
載
も
本
媒
体

を
活
用
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
前
面
に
出
る
広
報
は
、

個
人
の
意
向
等
を
確
認
し

な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い

過去５年間で断水した回数は
●小規模な断水を含めると40件

答

断
水
戸
数
が
数
件
程

度
の
小
規
模
な
断
水

も
含
め
る
と
40
件
で
あ
る
。

問

水
道
管
や
導
水
管
、

浄
水
場
や
貯
水
池
が

老
朽
化
し
、
40
件
も
の
断

水
が
発
生
し
、
有
収
率
は

海
南
水
道
で
75
・
４
％
、

下
津
水
道
で
70
・
１
％
と
、

全
国
平
均
や
和
歌
山
市
の

82
・
２
％
を
大
き
く
下
回

り
、
県
下
８
市
と
比
べ
て

も
最
下
位
で
あ
る
。
早
急

に
改
善
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

大
規
模
な
断
水
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
老
朽
管
の

更
新
の
加
速
と
効
率
的
な

漏
水
調
査
機
器
の
導
入
の

た
め
、
一
般
会
計
か
ら
短

期
集
中
的
な
大
幅
な
予
算

の
繰
り
入
れ
を
提
案
す
る
。

問

紀
の
川
に
架
か
る
六

十
谷
水
管
橋
が
崩
落

し
た
と
き
、
海
南
市
で
も

水
道
管
の
漏
水
に
よ
り
断

水
が
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
と
感
じ
た
。

本
市
の
有
収
率
、
管
路

経
年
化
率
、
管
路
更
新
率

の
状
況
は
。

答

有
収
率
は
74
・
３
％

と
、
県
内
他
市
と
比

較
し
て
も
下
回
っ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
全
国
平
均

と
し
て
は
約
89
％
で
あ
る
。

管
路
経
年
化
率
は
約
25
％
、

全
国
平
均
は
約
19
％
で
、

管
路
更
新
率
は
０
・
55
％
、

全
国
平
均
は
０
・
68
％
で

あ
る
。

問

市
内
浄
水
場
の
老
朽

化
の
度
合
い
は
。

答

室
山
浄
水
場
、
下
津

浄
水
場
及
び
加
茂
浄

水
場
の
い
ず
れ
も
昭
和
30

年
～
40
年
代
に
建
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
老
朽
化

は
進
ん
で
い
る
。

問

過
去
５
年
間
で
断
水

し
た
回
数
は
。

杉本  博美 議員

宮本  憲治 議員

県下他市有収率比較
和歌山市 岩出市
82.2％ 87.2％

紀の川市 橋本市
83.2％ 85.5％
有田市 御坊市
76.7％ 85.9％
田辺市 新宮市
87.3％ 82.4％

※海南市の有収率は74.3％で最下位
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議
　
案

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供
の

除
外
申
請
は

●
大
阪
市
方
式
で
は
、
管
理
上
の
リ
ス
ク
や

　
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
課
題

る
の
か
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
導
入
の
検
討
は
し
て

い
な
い
。

問

市
民
が
申
請
し
や
す

く
す
る
の
が
基
本
で

は
な
い
の
か
。

答

現
在
検
討
し
て
い
る

方
法
で
、
特
に
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

市
は
自
衛
官
募
集
に

係
る
対
象
者
と
し
て
、

18
歳
に
到
達
す
る
男
女
４

２
３
人
分
を
タ
ッ
ク
シ
ー

ル
で
提
供
し
、
15
歳
に
到

達
す
る
男
子
１
９
１
人
分

を
閲
覧
さ
せ
た
。
本
人
の

意
思
に
よ
ら
な
い
自
衛
隊

へ
の
情
報
提
供
は
憲
法
違

反
に
当
た
る
と
思
う
。
６

月
定
例
会
で
、
個
人
情
報

の
提
供
除
外
申
請
を
検
討

す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が

ど
う
な
っ
た
か
。

答

除
外
申
請
の
受
付
期

間
は
、
自
衛
隊
か
ら

の
依
頼
に
基
づ
き
、
３
月

上
旬
か
ら
４
月
下
旬
ま
で

の
１
カ
月
半
程
度
と
考
え

て
い
る
。
申
請
者
は
対
象

者
本
人
、
保
護
者
、
法
定

代
理
人
と
し
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
４
月
号

で
申
請
の
周
知
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

問

大
阪
市
方
式
で
は
０

～
22
歳
に
達
す
る
年

度
の
４
月
末
ま
で
申
請
が

で
き
、
一
回
の
申
請
で
23

歳
ま
で
有
効
で
あ
る
。
本

市
で
も
取
り
入
れ
て
は
ど

う
か
。

答

個
人
情
報
を
長
期
間

保
存
す
る
必
要
が
あ

り
管
理
上
の
リ
ス
ク
が
生

じ
る
こ
と
、
シ
ス
テ
ム
上
、

住
民
異
動
に
伴
う
処
理
を

行
う
機
能
が
な
い
こ
と
、

対
象
年
齢
に
達
し
た
と
き

の
本
人
の
意
志
は
ど
う
な

岡　  義明 議員

ホームページでは、市議会の日程や議案などの情
報を掲載しています。また、会議
録を閲覧いただけるほか、本会議
の生中継や委員会の録画映像の配
信（約10日後から）も行っていま
すので、ぜひご利用ください。

よりよい紙面とするため、議会だよりに関する
皆さま方のご意見等をお寄せください。

市議会の定例会は年４回開催され、次
回の２月定例会は２月24日（木）に開会
する予定です。なお、日程は変更するこ
とがありますので、傍聴を希望される場
合や本会議の生中継をご覧になる場合は、
お手数ですが議会事務局まで日時をお問
い合わせください。

傍聴にお越しの際は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、マスクの着用
や手指の消毒等の御協力をお願いします。
また、発熱などの症状のある方は傍聴を
ご遠慮ください。

市議会ホームページから
生中継がご覧いただけます

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

２月定例会の予定

ＴＥＬ／０７３－４８３－８７００　ＦＡＸ／０７３－４８３－８７０３
Ｅメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／https://www.city.kainan.lg.jp/shiseijoho/shigikai/

海南市議会事務局
〒642-8501
海南市南赤坂１１番地 ホームページQRコード

大阪市の除外申出書
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議
　
案

■
建
設
経
済
委
員
会

12
月
６
日
に
「
市
道
認
定
に
つ
い

て
」
調
査
し
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問

市
道
を
認
定
す
る
際
、
路
盤
の

厚
み
な
ど
を
詳
細
に
記
し
た
基

準
は
な
い
の
か
。

答

現
在
あ
る
基
準
に
詳
細
を
追
加

す
る
と
、
既
に
認
定
さ
れ
た
市

道
が
基
準
に
合
わ
な
い
よ
う
に
な
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
新
た
な
基
準
の

策
定
を
検
討
し
て
い
る
。

問

海
南
市
が
開
発
す
る
市
道
に
つ

い
て
、
基
準
は
あ
る
の
か
。

答

表
層
が
５
㎝ 

、
路
盤
の
上
層

10
㎝
・
下
層
10
㎝
以
上
と
い
う

基
準
が
あ
る
。

所
管
事
務
調
査

下津図書館で説明を受ける委員

●東京都荒川区議会（議会基本条例について）
１２月２０日に東京都荒川区議会運営委員会の委員、議長、副議長の１２名がお越しになり、事

務局から、その内容について説明させていただきました。また、委員会室や議場を見学いただき、
インターネット配信の状況等についても説明させていただきました。

ようこそ　 海南市へ
〜行政視察のため本市にお越しになりました〜

■
教
育
厚
生
委
員
会

12
月
８
日
に
「
下
津
図
書
館
の
運

営
状
況
に
つ
い
て
」
調
査
し
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問

下
津
図
書
館
の
役
割
は
。	

答

近
隣
の
方
が
利
用
す
る
図
書
館

と
し
て
、
ま
た
、
専
門
書
を
充

実
し
て
い
く
な
ど
、
海
南
ノ
ビ
ノ
ス

を
補
完
す
る
役
割
な
ど
を
研
究
し
て

い
き
た
い
。

問

学
習
室
が
満
員
に
な
っ
た
場
合

の
対
応
は
。

答

他
の
部
屋
を
開
放
す
る
な
ど
検

討
し
た
い
。
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議
　
案 先進地視察報告

●日　程　　11月10日～11日
●視察先　　東京都八王子市
	 　　 （ひとり親家庭の学習支援）

　　　　　　東京都荒川区
	 　 　（タブレットを用いた学校教育）

八王子市では、児童扶養手当受給世帯
などの子どもの学習を支援するため、家
庭教師を家庭に派遣する事業（ゆめはち
先生）や、学習支援教室（はち☆スタ）を実施し、家庭環境に応じた学習支援に取り組まれています。

荒川区では、パソコンやタブレットを全国でもいち早く学校教育に取り入れられており、情報機器を用い
た学校教育について非常に多様な見識と豊富な経験を持たれています。

本市においても、両市区の取り組みを参考にして、本市の子どもたちの教育にも生かしてもらえるよう、
委員会として提言等を行いたいと考えます。

八王子市役所にて

教育厚生委員会

●日　程　　11月15日～16日
●視察先　　茨城県古河市 道の駅まくらがの里こが
　　　　　　 （道の駅の運営）

　　　　　　岐阜県大野町 道の駅パレットピアおおの
　　　 　　　（道の駅の運営）

令和５年度の開駅を目指す下津町の道の駅について、
施設完成後の管理運営を代行させる事業者（予定）が、
既に古河市と大野町の道の駅の指定管理者となっている
ことから、その運営方法について調査しました。

地場商品の調達や販売方法、イベントの開催、ＳＮＳでの情報発信、防災機能や子育て支援施設、交通機
関との連携など、お客さんを呼び込むための工夫や道の駅を拠点とした観光振興など、精力的な取り組みが
なされていました。

建設経済委員会

道の駅で説明を受ける委員

議会運営委員会
●日　程　　10月21日（オンライン）
●視察先　　埼玉県飯能市
	 　　 （タブレットを活用した議会運営）

昨年８月からタブレット端末を導入した本市議会
では、さらなる有効活用を図っていくため、平成24
年からタブレットを導入している飯能市議会へのオン
ライン視察を実施し、タブレットを活用した先進的な
議会運営の取り組みや、改善点の経緯などをご教授い
ただきました。教えていただいたことを参考に、今後
の議会運営に生かしていきたいと考えます。飯能市とのオンライン視察

他市の先進事例を学び、今後の市政に生かすため、
各委員会が行政視察を行いました。
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智辯学園和歌山高等学校陸上競技部が表敬訪問
12月16日、川崎議長と東方副議長が、

智辯学園高等学校陸上競技部の女子選
手５名（左から野田桂都さん、八幡羽生
さん、小倉侑々さん、出㟢香菜さん、菱
山愛里さん）の表敬訪問を受け、選手の
皆さんを激励しました。選手の皆さんは、
12月26日に開催された全国高等学校駅
伝競走大会に和歌山県代表（女子２年連
続）として出場しました。

海南市議会Ｆ
フェイスブック

ａｃｅｂｏｏｋページを開設
海南市議会では、議会広報の充

実や情報公開の推進を図るため、令
和3年10月29日より、『海南市議会
Facebook』の運用を始めました。議
会の情報発信を強化し、より多くの
方々に市議会への関心を高めてもらえ
るよう６名の海南市議会広報委員が
主体となって、市議会の情報を分かり
やすく、適時に発信していきますので、
ぜひご覧ください。

─ 訂正とお詫び ─
市議会だより かいなん67号の掲載内容に誤りがありました。

【訂正箇所】20ページ「海南アスリートクラブ２選手が表敬訪問」
誤│南出悠人選手（亀川小６）　正│南出悠人選手（加茂川小６）
お詫びして訂正いたします。

現議員の任期満了（4月30日）に伴う市議会議員一般選挙は、
4月17日に告示、4月24日に投開票が行われる予定です。

お知らせ

海南市議会ＦａｃｅｂｏｏｋページのＱＲコードにアクセスして、ページを『いいね!』してください。
なお、投稿されたコメントに対する返信は行っておりませんので、ご理解いただきますようお
願いします。

海南市議会Ｆａｃｅｂｏｏｋページにアクセスしてください

Faｃeｂooｋ ＱＲコード


